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審議会等の会議結果報告 

 

・議事の内容   下記のとおり 

 

事務局 

 

おはようございます。定刻となりましたので、平成２８年度第

１回津市農業共済損害評価会を開会いたします。 

開会に先立ちまして、農業共済室長 板谷より御挨拶を申し上

げます。 

板谷室長 皆さま、おはようございます。農業共済室長の板谷でございま

す。 

本日は、公私とも御多用の中、損害評価会に御出席をいただ

き、誠にありがとうございます。 

１ 会議名  平成２８年度第１回津市農業共済損害評価会 

２ 開催日時 平成２８年５月１９日(木)午前９時３０分から午前１０時０５分まで 

３ 開催場所 津市美里社会福祉センター ホール 

４  出 席 した者  

の氏名 

（損害評価会委員） 

宮本政春会長、井上重徳、木下榮雄、伊藤敏一、山田正美、

林 雅 則 、後 藤 修 一 、稲 垣 嘉 治 、池 村 道 明 、岡 田 増 和 、堀 健

次 、稲 垣 清 治 、清 水 英 治 、小 粥 文 夫 、増 地 和 久 、杉 谷 正 美 、

若林由行、野田喜男、伊藤一夫、服部勝、森川一正、福西吉

千 、奥 谷 正 義 、小 林 庄 一 、小 林 希 久 、富 田 眞 司 、天 花 寺 公

一 、池 田 昌 司 、岩 高 敏 一 、西 川 明 一 、山 中 啓 生 、西 口 一 美 、

大倉勝秀、奥田健次、鈴木庄治、阿保良夫、盛岡正則、野田

清太、小瀬古安、印南昌彦、後藤榮、長谷川誠一 

 

（事務局） 

室 長  板 谷 敦 郎 、担 当 主 幹  日 比 孝 明 、担 当 主 幹  植 谷 三

保 、担 当 主 幹  後 藤 啓 太 、担 当 副 主 幹  新 家 孝 明 、主 事  勝

谷彩加 

５ 内容 （１） 平 成 ２７年 度 事 業 実 績 及 び平 成 ２８年 度 事 業 予 定 量

について 

（２） 平成２８年産麦損害評価の実施について 

（３） その他 

６  公 開 又 は 非

公開 
公開 

７ 傍聴者の数 ０人 

８ 担当 農林水産部農業共済室 農業共済担当 

電話番号 ０５９－２７９－８２１０ 

E-mail    279-8210@city.tsu.lg.jp 
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委員の皆さまには、日頃より地域のリーダーとして、市の農業

行政、とりわけ農業共済事業に対しまして、格別の御理解と御協

力を賜っておりますこと、この場をお借りしまして厚くお礼申し

上げます。 

現在、農業共済室におきましては、平成２８年産水稲の納入通

知書及び細目書の発送準備作業を行っています。水稲・麦など今

後この地域が天候に恵まれ農作物が健やかに育つことを願ってお

ります。 

 本日の議事等ですが、事項書にもありますように、平成２７年

度事業実績及び平成２８年度事業予定量について、平成２８年産

麦共済の損害評価についてであります。 

どうかよろしくお願い申し上げます。 

 会議に先立ちまして、平成２８年度の農業共済室の職員を紹介

させていただきます。職員起立お願いします。 

 配布資料の中に職員名簿を添付させていただきました。 

 ４月の人事異動によりまして、平成２８年度の農業共済室の職

員の異動がありましたので、名簿の順に職員の紹介をさせていた

だきます。 

私、農業共済室長をしております板谷でございます。農業共済

全般の総括をしております。どうかよろしくお願いいたします。 

農業共済担当主幹の日比でございます。調整担当として事業全

般の統括と農作物共済・園芸施設共済を担当いたします。主に農

作物共済の麦を担当いたします。 

担当主幹の植谷でございます。主に経理業務などの会計及び庶

務を担当いたします。 

担当主幹の後藤でございます。経理業務などの総務の担当と、

主に園芸施設共済・家畜共済を担当いたします。 

担当副主幹の新家でございます。三重県農業共済組合連合会か

らの派遣により、畑作物共済・家畜共済・園芸共済を担当しま

す。 

主事の勝谷でございます。主に農作物共済の水稲を担当いたし

ます。 

この会議に出席していませんが、臨時職員の山本でございま
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す。主に経理事務のサポートを担当いたします。 

同じくこの会議には出席していませんが、臨時職員の上村でご

ざいます。主に農作物共済のサポートを担当しています。 

最後になりましたが、本日の進行係を担当しております、臨時

職員の藤川でございます。主に家畜共済のサポートを担当してい

ます。 

以上の９名で農業共済業務をいたしますので、委員の皆さま、

どうかよろしくお願いいたします。 

事務局 本日の会議の出席者は、５２名中、４２名で過半数を上回って

おりますことから、本会議が成立していることを御報告申し上げ

ます。 

なお、損害評価会の議事内容は議事録を作成し、津市情報公開

条例に基づき、津市のホームページにおいて公開いたしますので

御了承をいただきたいと思います。 

それでは、津市農業共済条例第１６５条第３項に基づき、これ

より会議の進行を議長である宮本会長にお願いしたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

宮本会長 委員の皆さま、おはようございます。 

本日は、御多忙の中、津市農業共済損害評価会に御出席をいた

だき誠にありがとうございます。 

広大な面積を有する津市ですが、各地域における田植えも、一

部地域を除いて、ほぼ終えた時期かと思います。また、麦農家に

とっては小麦の収穫期である６月を迎える時期となってまいりま

した。本年産の麦は、例年に比べ生育も早まっているようでもあ

り、一部の地域で土壌湿潤害・獣害等が発生しているようであり

ますが、今後、天候が順調に推移すれば、昨年並みの収穫が期待

できるのではないかと思っております。 

さて、本日の損害評価会の議事として、平成２７年度の実績及

び本年度の事業予定量、本年産の麦損害評価についてなどとなっ

ております。 

会議がスムーズに運びますよう、皆さまの御協力をお願いいた

しまして、簡単ではございますが、御挨拶とさせていただきま

す。 
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それでは、会議を始めます前に、本日の損害評価会の議事録

署名人を指名させていただきます。 

美里地域の森川一正様、一志地域の大倉勝秀様、御両名の

方、よろしくお願いします。 

それでは、事項の２、議事等でございます。議事（１）の平成

２７年度事業実績について事務局から報告をお願いします。 

事務局 

（勝谷） 

水稲共済担当の勝谷です。よろしくお願いします。 

それでは、平成２７年度津市農業共済事業実績につきまして、

説明します。 

まず、農作物共済の共済関係の成立要件について、説明しま

す。 

水稲及び麦の耕作面積の合計が１０ａ以上の農家が加入対象者

で、水稲３０ａ以上、麦１０ａ以上を耕作する農家は共済当然加

入となり、水稲１０ａ以上３０ａ未満の農家は加入の選択ができ

る。いわゆる任意加入となります。 

それでは、水稲共済の平成２７年度の事業報告の説明をしま

す。加入農家数は４，００７人、引受面積は３８８，０６７ａ、

引受収量は１２，９１４，５８７ｋｇ、共済金額は２，３９９，

５６５，９７２円で、農家の方に御負担いただいた掛金額は３，

１１４，１５７円です。 

被害の関係は、共済金支払対象となった被害農家数１７３人、

被害面積は７，３９２ａ、共済減収量は１０６，２７５ｋｇ、共

済金として１７，５６６，１７０円を農家の方に支払いました。

被害率は０．７３％となっております。 

つづいて、被害の概況ですが、８月下旬に接近した台風とその

後の長雨による穂ずれや倒伏、少ないながらも土砂による埋没等

もあり、また、その間の低温や日照不足の影響による「いもち

病」、「紋枯病」及び「ごま葉枯病」等の病害も多数発生しまし

た。また、中山間地域は例年、獣害が多数発生しており、本年は

特にイノシシによる被害が多く、収穫皆無耕地も発生し大きな被

害となりました。 

なお、１０月３０日付けで農林水産省より公表された津市を含

む三重県中勢地域の作況指数は９８で「やや不良」でありまし
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た。 

参考までに、1ｋｇ当たりの単位当たり共済金額は主食用水稲で

２００円、米粉用米で２５円、飼料用米で１２円でした。以上で

水稲共済の報告を終わります。 

事務局 

（日比） 

農作物共済（麦）を担当しております、日比です。よろしくお

願いします。 

まず、平成２７年産麦について御説明させていただきます。 

資料１の２ページになりますので御覧ください。 

麦につきましては水稲と同じ耕地一筆ごとの収穫量の評価をし

ます一筆方式と、出荷量をもとに品質を加味した生産金額に基づ

く評価をします災害収入共済方式があります。 

麦作付地域（引受地域）につきましては、津・芸濃・安濃・美

里・白山・一志・久居の７地域であります。この７地域の引受、

被害を総括した結果が、このページにあります表となります。 

表の上段左から、項目として、引受方式、加入農家数、引受面

積、引受収量、共済金額、農家負担共済掛金となります。 

下段には被害関係として、引受方式別に、被害農家数、３割以

上被害面積、共済減収量、支払共済金額、被害率というように記

載してあります。 

中段にあります、平成２８年産ですが、引受段階までの内容と

なっています。被害状況につきましては、今後の損害評価による

ところでありますが、諮問を通して、随時御報告させていただき

ます。 

つづいて被害の概況ですが、被害の主な要因は一筆方式、災害

収入共済方式とともに、耕地の悪条件による土壌湿潤害及びシ

カ・サルによる獣害となっています。特に獣害は、シカによる被

害は年々増加しており、中山間部においてはシカの食害が多発

し、生育に影響が出ました。被害状況は、一筆方式では２人、被

害面積８００ａ、共済減収量４，９３１ｋｇで、共済金６９，０

３４円を支払い、災害収入共済方式では１３人、収穫量減少によ

る共済減収量１１３，６１９ｋｇで、共済金４，２２７，０６３

円を支払いました。 

 下段には参考として、麦の単位あたり共済金額を記載させてい
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ただきました。 

 以上で、麦共済の報告を終わります。 

事務局 

（新家） 

畑作物共済担当の新家です。今年度、当該事業を担当しますの

で、よろしくお願いします。 

 畑作物共済については、対象作物は大豆で、黒大豆や枝豆は引

受の対象外となっております。 

 津市農業共済条例により、２０ａ以上作付している方は、すべ

ての耕地を加入することを条件に任意で加入できます。 

 この表の説明については、1 月および３月の損害評価会において

諮問させていただきました内容となっておりますので、詳しい説

明は割愛させていただきますが、計２４人の方に共済金が支払わ

れ、一筆方式の共済金は１９１，５２０円、全相殺方式の共済金

は９，７０４，９７２円でした。なお、全相殺方式の共済金は国

からの認定通知があり次第、農家への支払を予定しています。 

 被害の主な要因は平成２７年産一筆方式では、度重なる台風や

時折の大雨による影響で全体的に土壌湿潤害や風水害が発生し、

生育は全般的に悪い状況となりました。平野部では台風の影響に

よる風水害、中山間部においては、シカ・イノシシによる獣害が

あり、発芽後や生育初期の食害により、全滅となった耕地もあり

ました。また、平成２７年産全相殺方式については、地域によっ

ては大雨により、畦間浸水による根腐れが散見され、発芽などに

大きな影響を及ぼしました。その後、８月中旬から９月上旬頃ま

では日照不足、時折の大雨や長雨が続き、津市管内だけでなく、

県下全域で生育が悪い状況となりました。 

また、台風１５号の影響により、耕地の冠水の被害が多発しま

した。開花期での被害であったことから、莢の実入りの状況が心

配されました。実際、大粒の規格は多かったものの、一部の地域

によっては、実入りが少ない莢（生育不良）が多く見られまし

た。 

 中山間部においては、シカ・イノシシよる獣害が多発。地域に

よっては発芽後、または生育初期の食害により、皆無となった耕

地もありました。 

 参考としまして、平成２７年度の単位あたり共済金額は、経営
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所得安定対策の数量払の交付農業者が 1ｋｇ当たり３２３円、それ

以外の方は１１４円となっておりました。作付地域は津、芸濃、

安濃、美里、白山、一志の６地域です。以上で畑作物共済の説明

を終わります。 

 続きまして、４ページ家畜共済の説明を行いますのでよろしく

お願いします。 

 家畜共済の対象家畜は、乳用成牛、乳用子牛、乳用胎児、肥育

用成牛、肥育用子牛、その他肉用成牛、その他肉用子牛、肉用胎

児、種豚及び肉豚ですが、豚については現在管内では引受があり

ません。加入の方法につきましては、条例第４３条・第４４条に

規定があり、全頭加入が条件。家畜の価額の３割～８割の間で農

家に割合を選択していただきます。 

 平成２７年度の引受は、乳用牛６６２頭、肉用牛１，２９０頭

で、共済金額、農家負担掛金額は御覧のとおりです。 

 共済事故の概況については、死廃事故は、泌乳器系、循環器系

や新生子異常による事故も見られ、乳用牛では５３頭、肉用牛で

は９頭の事故が発生しました。 

病傷事故では、乳用牛では泌乳器系の病気が多く９３０件の事

故が発生し、肉用牛では消化器系など７０件の事故が発生しまし

た。 

以上で家畜共済の説明を終わります。 

事務局 

(後藤) 

平成２７年度園芸施設共済の実績について説明いたします。 

資料の４ページの下段を御覧ください。 

園芸施設共済は、農作物を栽培するためのガラス室や、プラス

チックハウス、雨よけハウスなどのハウス本体を加入の対象とし

ています。また、暖房機・換気扇など、ハウスに附帯する施設、

ハウスの中で栽培されている野菜、花きなどの作物や、被害時に

壊れたハウス等を撤去する費用もオプションとして加入すること

ができます。 

また、平成２７年２月に園芸施設共済の制度改正があり、共済

価格の時価現有率の見直しや、営農継続を条件に時価現有率価格

分を上乗せする復旧費用が新たに加わりましたが、１４人、３８

棟の加入がありました。 
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加入はプラスチックハウスで２ａ以上、ガラス室は、１ａ以上

経営していることが条件となります。 

平成２７年度中の引受農家数は６８人で１５８棟、共済掛金の

合計は１，４４５，１３８円でした。 

被害農家数は６人７棟で、突風による被覆物の破損が５人５棟

で、台風の原因となる冠水が１人２棟の被害となりました。 

３０１，３２１円を共済金として被害農家にお支払いしまし

た。 

以上で事業実績の説明を終わらせていただきます。 

宮本会長 平成２７年度事業実績については、ただいまの事務局報告のと

おりでございます。 

続きまして、平成２８年度事業予定量について事務局から説明

をお願いします。 

事務局 

（植谷） 

平成２８年度事業予定量につきまして御説明いたします。 

資料の５ページ、６ページを御覧ください。 

この事業別の予定量は、平成２７年度引受状況等を勘案いたし

ました上、積算したものです。 

農作物共済のうち、担い手への集積化や農家の高齢化により水

稲共済は引受件数の減を見込んでおり、保険金についても減額を

見込んでおります。 

麦共済においては、昨年度並みの引受件数を見込んでおります

が、担い手への集積化や生産調整の拡大により引受面積は増とし

ました。また、ｋｇあたり共済金額が引き上げられましたが、経

営所得安定対策が見直され、共済としての補償金額から、営農継

続支払を控除した補償金額となり共済金が減額となることとな

り、保険金の減額を見込んでいます。 

大豆共済においては引受面積の増も見込んでいますが、単収の

減少により保険金は減少を見込んでいます。 

家畜共済におきましては、乳用牛の引受の増を見込んでいるこ

とから、共済金額の増を見込んでいます。 

園芸施設共済におきましては、共済制度の見直しにより共済金

額、及び保険金の増を見込んでいます。 

その他、損害防止事業といたしまして、今年度も引き続き水稲
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地域特定病害虫共同防除事業、家畜特定損害防止事業、獣害対策

事業として狩猟免許取得支援事業、害獣捕獲用檻設置補助事業を

行う予定です。 

以上、簡単ですが、平成２８年度事業予定量の説明を終わらせ

ていただきます。 

事務局 

（日比） 

 続きまして、平成２８産麦損害評価について御説明します。 

 例年、５月下旬から６月上旬にかけて麦の損害評価を実施して

おりましたが、平成２８年産の麦については、津安芸農協、三重

中央農協の双方の管内で麦の生育が例年になく早まっているとの

情報をいただきました。このため、本日の損害評価会前となりま

すが、一志、白山地域の損害評価を行っていただきました。 

 平成２５年産麦までは、地域の評価会委員、評価員の皆さまに

は被害耕地の評価に御協力いただいていたところでありました

が、麦及び大豆についての作付、肥培管理、収穫などに関して経

験や知識が少ない方もみえ、損害評価を実施するにあたり苦慮し

ている状況でした。 

 こういった状況のため、麦及び大豆共済については、ＪＡへの

出荷量を基にした方式に加入されている農家が大半なことから、

ほとんどの地域で、栽培や営農指導をされているＪＡと連携し、

本年産の評価を実施しています。 

 資料１の７ページ、最後のページになるのですが、こちらが本

年産の評価日程となります。 

 表の所管欄を御覧ください。管内のＪＡを地域割し評価を実施

します。 

 ただ、一筆方式の地域においては、評価会委員、評価員の皆さ

まに御協力をお願いしている地域もあります。御協力いただく地

域には、４月下旬に実施通知を送付させていただきました。 

 変則的な評価になりますが、評価員の縮小も勘案しまして、御

理解、御協力のほどよろしくお願いします。 

 なお、一筆方式については農家から被害申告がありましたら美

里、一志、久居地域の評価会委員の皆さまには抜取評価に御出席

いただきますよう御通知をお送りさせていただきましたが、現

在、一志、久居地域については被害申告がありませんので、中止
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させていただきます。ただし、今後被害申告がされた場合は、抜

取評価が必要となりますので、改めて御連絡をさせていただきま

すのでよろしくお願いいたします 

 美里地域につきましては、申告前ではありますが、確認させて

いただきましたら、申告予定との事をお聞きしましたので、予定

通り６月３日にさせていただきたいと思います。 

 以上で、麦の損害評価についての報告を終わらせていただきま

す。 

宮本会長 平成２７年度事業実績及び、平成２８年度事業予定量につい

て、事務局説明のとおりでございます。 

何か御質問などございませんか。平成２８年産麦損害評価につ

いて、事務局の説明のとおりですが、何か御質問はございません

か。 

後藤修一

委員 

ここへ来る時、麦を刈っとる所があったけど、共済に届けのな

い所ですか。 

事務局 今の時期に刈取りしているところは飼料麦で、共済では引受け

していない所です。２週間位例年より刈取りが早まっていると、

農協さんから連絡いただいています。 

通常の共済引受けの麦につきましては、まだ刈取りされていな

いという事で、センターも開いていないと伺っております。 

宮本会長 他にありませんか。ないようですので、続きまして、事項書３

その他について事務局よりお願いします。 

事務局 

（植谷） 

その他として、事務局から御報告させていただきます。 

損害評価会委員の皆さまに関係します、平成２８年度の今後の

予定についてです。 

事項書の３枚目を御覧ください。 

今年度の損害評価会関係の日程をまとめさせていただきまし

た。 

損害評価会としての開催は年６回を予定しています。 

少し色がついてございます項目が損害評価会となります。 

５月１９日、本日を第１回目として、事業実績、予定量、麦損

害評価として開催させていただき、第２回目は、７月１３日。第
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３回目は、１０月１９日。第４回目は、１１月１１日。第５回目

は、１月２７日。第６回目は、３月２４日とさせていただきまし

た。 

★印がしてあります項目については、地域の損害評価へ御協力

いただくものでございます。 

なお、損害評価会において各共済の当初評価高を御協議いただ

いた後、県連合会、農林水産省へと報告させていただくわけでご

ざいますが、県連合会への報告期限が早まることとなった場合な

ど、損害評価会の開催日を変更させていただく場合がございま

す。委員の皆さまにはお忙しいところ誠に恐縮ですが、各評価会

の開催日については、改めて御通知させていただく文書にて、最

終的に御確認いただきますよう、よろしくお願いします。 

以上で損害評価会の開催予定日の御説明を終了させていただき

ます。 

宮本会長 事務局の説明について、御質問などございましたらどうぞ。 

宮本会長 

 

御意見、御質問もないようですので、これをもちまして、平成

２８年度第１回損害評価会を終了致します。 

長時間の御協議、ありがとうございました。 

事務局 

 

損害評価会委員の皆さま、本日は、どうもありがとうございま

した。 

お気をつけて、お帰りください。 

 

 


